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環境・社会・ガバナンス重視型投資（ESG)：
社会や環境を意識した投資に重点を置く考え方

国連責任投資原則（PRI)：
投資決定にESGを組み込む（1515機関＠2016／6月末）

カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト（CDP)：
世界の主要企業のCO2排出量等を調査

グリーンハウスガス・プロトコル（GHG）：
温室効果ガスの測定プロトコル

企業版２℃目標（SBT）:
事業活動に関係する総合排出量を計測する手段を提供

再生可能エネルギー100％運動（RE100）：
事業運営を100％再エネで賄う企業イニシアチブ

地球環境問題をめぐる世界の大きな潮流
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https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_About_Company_Edition_v01.pdf

各活動の関連性（環境省資料による）
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https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/ghg‐protocol‐revised.pdf
CHAPTER 4 Setting Operational Boundaries 29

GHG Protocolなどによる排出区分

SCOPE 1：直接排出
SCOPE 2：購入電力
SCOPE 3：間接排出

4



5https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/Scope%202%20Guidance_Final_0.pdf

GHG Protocol： エネルギー属性証明書のアンバンドル

エネルギー属性証明書
は実電力と分離しても
一体化しても良い

エネルギー属性証明又は
同等の計測器による排出
測定が最も精度が高い

日本では逆潮流分は一体化。
ただし自家消費分は分離可能か？
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環境省「SBT（企業版2℃目標）について」Ｐ１２８より
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_syousai_20180123.pdf



１）再エネ電力量の正確な計測：
再エネ電力量を検定付きメーターで精密に計測し、CO2削減価値（Carbon REduction Value: 
C-REV)をリアルタイムで創出する。

２）ブロックチェーン技術の特徴を活用：
価値創出－市場取引－最終消費にかかわる全記録を、ブロックチェーン技術を使って正確に
記録可能な信頼性の高い取引システムを構築する。

３）再エネ比率、排出量、排出係数等の可視化：
需要家の再エネ比率や温室効果ガス排出量および平均排出係数などを
リアルタイムでわかりやすく表示するシステムを構築する。

４）検討および商用システム化へのプロセス：
平成30年度は40箇所程度での検討を行い、商用システム化へのプロセスを明確化する。
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本プロジェクトの課題の考え方
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H30年度プロジェクト執行体制



PCS

家庭内負荷

PV

スマートメー
ター

系統
ブロックチェーンでの
取引市場

DGC‐C 指令

総発電

売電／買電
双方向

92018/7/5Confidential

読取

１）属性をブロックチェーンに登録
２）創出される再エネをブロックチェーンに登録

３）取引から消費までをトラッキングしブロックチェーン
に登録

開発中の属性証明又は同等の計測器（DGC‐C）
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イーサネット USB

３Gモジュール SDカードソケット Wi‐SUNモジュール

125×85×27[mm]

開発済み属性証明又は同等の計測器（DGC‐B）

Smart
Meter
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Ａ社

Ｂ省

Ｃ機関

Ｄ社

ブロックチェーン技術の特徴を活用

売り手

買い手

分散認証
二重支払拒否
追跡可能
可視化

信用確立
認証機関不要

Ｃ－ＲＥＶ
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：

再エネ価値取引システムの構築

トークンによる先払い
→与信リスク回避



ＦＳレベルの検証
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ＦＳレベルでは次の点の検証が必要であるが、以下の様に検証ができている。

１）再エネ電力量の正確な計測ができているか？

再エネ電力量を検定付きメーターで精密に計測し、ＤＧＣ経由で秘密鍵をかけて、ネットワークにアッ
プロードしてCO2削減価値（Carbon REduction Value: C‐REV)をリアルタイムで計測することについて京
セラ佐倉研究所とフジクラ深川事業所の2カ所で検証した。今年度さらに40カ所程度で検証を行う。

２）ブロックチェーン技術の特徴を活用できているか？

価値創出－市場取引－最終消費にかかわる全記録を、ブロックチェーン技術を使って正確に記録可
能な信頼性の高い取引システムについて基本技術の部分は構築できている。

３）再エネ比率、排出量、排出係数等の可視化ができているか？

需要家の再エネ比率や温室効果ガス排出量および平均排出係数などをリアルタイムでわかりやすく
表示するシステムを構築することができている。
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結言

 ブロックチェーン技術を使った環境価値取引市場は従来になかったリアルタイム

性の高い活発な市場となりうる。

 分散型認証による低コストな信頼性確立手段は、市場参加者を拡大し、

その市場から得られた利益は再エネの再投資に向かうと想定される。

 本方式は国際認証基準にも合致し、排出権の国家間輸出入にも寄与する仕組

みとなりうる。

以上のことから本プロジェクトはCO2をはじめとした地球温暖化ガス排出

削減に大いに寄与するものと思われる。
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ご清聴ありがとうございました


